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京大から移設した装置はほぼ立ち上がり，最低限の外部資金も確保できました．現在，京大からの委

託院生 2 名（D3，M2），名工大の4 回生 2 名と共に研究活動を再開していますが，某プロ野球球団

と同様，新規参入後の人材確保が当面の課題となっています．今後ともよろしくお願いいたします． 
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一言コメント： 

今年度から九大の極低温実験室長にされてしまいました．工学部の新キャンパスへの移転，それに

ともなう液化機の概算要求，極低温のセンター化など，しばらく前の京大と同じ状況の中でもがいて

います． 

 

百瀬孝昌 

連絡先： Takamasa Momose 

Department of Chemistry, Department of Physics and Astronomy, 
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一言コメント： 

日本とは全く異なる環境で、しばらく研究に没頭できそうです. 
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「京都大学低温物質科学研究センター誌（LTMセンター誌）」への投稿の 
お誘い並びに原稿の作成要領 

Call for Manuscripts for 
"Low Temperature and Materials Sciences （Kyoto University）"  

 

水崎隆雄 1,2, 編集委員会 2 
1京都大学大学院理学研究科，2京都大学低温物質科学研究センター 

T. Mizusaki 1,2 and Editorial Committee 2 
1 Graduate School of Science, Kyoto University, 

2 Research Center for Materials Sciences, Kyoto University 
 

1. はじめに 

 「京都大学低温物質科学研究センター誌（通称：LTM センター誌，英文名：Low Temperature and 
Materials Sciences （Kyoto University））では，低温物質科学研究センターが提供する寒剤・共通機器の
利用者の皆様や関係者の皆様より「研究ノート」，「技術ノート」，「サロン」への投稿を歓迎いたしま

す．投稿されました原稿は，編集委員会で審議のうえ掲載の可否を決定いたします．投稿にあたって

は，印刷原稿に電子ファイルを添えて，下記†宛に郵送または持参いただきますようお願いいたしま

す．初校刷りは電子ファイルより作成しますので，以下第 2章を御参考のうえ可能なかぎりMS-Word
を用いてカメラレディー的に作成してください．なお，編集委員会からの原稿依頼も行いますので，

依頼させていただいた際にはよろしくお願い申し上げます． 
 
2. 原稿の作成要領 

A4用紙の上下左右に 25 mmずつマージンをとって，和文表題，英文表題，和文著者・所属，英文
著者・所属，本文，参考文献の順に記述してください．本文は 1行あたり全角 45文字，1ページあた
り 40行を基準にしてください．漢字・かな・カナにはMS明朝，英字・数字には Times New Roman，
本文中の見出しにはMSゴシック（またはこれらに準じる書体）を使用してください． 表題は 14 point，
著者・所属は 12 point，本文は 10.5 point，図・表のキャプションは 10 point の文字を用いてください．
表題の前に空行を 3行入れてください．本文中，物理記号を表す記号は斜体（イタリック），単位記号
は立体（ローマン）で表記し，物理量と単位の間や数字と記号の間にはスペースを 1個入れてくださ
い．また，章の間にもスペースを 1行設けてください．参考文献の引用スタイルは各分野の慣習に従
っていただいて結構です．句読点は「．，」に統一してください．図は本文中に貼り付けてください．

一旦印画紙に落としますので，高解像度のものを使用してください．原則，白黒印刷ですが，カラー

図が必要な場合はお教えください．ソフトウェアの互換性の問題で，原図が忠実には再現できない場

合もありますがご了承ください．印刷原稿の右下に鉛筆でページ番号を振ってください．その他の細

部については，本稿ならびに下記 Ref. [1,2] のスタイルを参考にしてください． 
  

参 考 文 献 

 [1] 水崎隆雄, 京都大学低温物質科学研究センター誌 1, xxx （2003）. 
 [2] K. Mibu, Low Temperature and Materials Sciences （Kyoto University） 1, xxx （2003）.  
 † 京都大学低温物質科学研究センター編集委員会, 〒606-8502京都市左京区北白川追分町, 

TEL&FAX: 075-753-4057, E-mail: kengo@nice.kumac.kyoto-u.ac.jp （北所健悟）． 
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本誌の編集に当たり感じたことは，センター専任研究者や寒剤利用研究者の研究活動の活発さは言

うまでもなく，センターそのものが全学的組織の一つとしてたゆまぬ進化の過程の中にあるというこ

とです．今回掲載されている吉田キャンパスでの寒剤申し込みのオンライン化はまさにその一つとし

て位置づけられます．オンライン化により，寒剤申し込みと充填状況が簡単にチェックできるように

なったことは，センターから離れた場所にある研究室にとって画期的なことです．センター発展のた

めに尽力されている専任教職員の方々に敬意を表したいと思います． 

本誌は，全学的組織としてのセンターの広報的役割を担っており，今後も広い研究分野から様々な

話題について投稿していただけることを期待しております． 

N. F. 
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